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対流圏中層に現れる温度逆転層の 全球海陸別分布 とその特徴

＊鎌田

L　 は じめに

　対 流圏中層に現れ る温度逆転層 （以下、逆転層）

は対流活動を抑制 ・分断 し、エ ア ロ ゾル ・熱 ・水蒸

気等の 鉛直輸送 に大 きな影響を与える。 さらには大

気境界層内の気象現象に、大きく影響する。 こ の よ

うに 、 逆転層の 分布や構造を解明する事に は重要な

意義がある。 Guntick（1958），　Schubert　et　al．（1992），
Johnson　et　al．（1996）は、熱帯地域における逆転層の

分布や成因に つ い て の 研究を行っ た 。 しか しこれ ら

は事例解析的研 究で あ っ た 。 Schubert　et　al．（1995）は

熱帯収束帯か ら中緯度帯に か けて の 、貿易風逆転層

の 構造を示 した。しか し、使用データは期間に統
一

性が ない上 に 、 最長で も3年間程度で あっ た 。 全球

にお ける長期間のデータを用い た解析は 、 これまで

行われて い ない
。

　2002年度秋季大会にお い て 、 18年間の 長期にわ

た る定点観測 点にお ける全球 ラジオ ゾン デデータ

を用い た逆転層分布の気候値と、その 季節変動を示

した 。 本研究では 、 さらに船舶などに よ る移動観測

点の データを追加 した解析を行い
、 主に海洋上の 逆

転層分布の 解析精度を向上 させ る。また、海陸間の

逆転層分布や特徴の 違い にも注 目する。
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　　　　　　　　　　　　 ない
。 また 、 出現する地城にお い て も、 特定の数ヶ

2． データ及 び解析方法

　本研究では 1979 年 12 月 23 日か ら 1997年 12 月

31 日まで の 18年間の全世界の ラジオ ゾン デデー
タ

を用い て 、逆転層の 気候値の 全球分布 を算出す る。

こ の データには
、 地上 ・ 船舶 ・ 航空機か らの ゾン デ

観測結果が含まれ てお り、観測回数は各地点毎に大

きく違 う。 こ の 為、データの 信頼度 を保つ ために各

地 点におい て最低 5 〔回／月〕以上の 観測数 を有す

る事を必要条件とする。船舶 ・航空機 ・地上におけ

る非定常観測は、海洋の 逆転層を知る上で 大変貴重

で あるが、この 条件を満た さない 。 そ こで 、 全球を

5°

× 5°

格子に区切 り、各格子毎にこれ らの データ

を集計する。 その 上で 、 上記の 条件判定を行い
、 格

子点中心 の デ
ー

タとして解析する。 解析方法は 2002

年度秋季大会にて 示 した方法 と同様で ある 。　　　
S

3． 結果

　各月毎 に逆転層の 全球分布図を作成 し 、 季節変動

を見た結果 （図は省略）、強 い 逆転層は北緯 ・南緯

各 20
°

を 中心 と した地域に帯状に出現する 。 これ は 、

ハ ドレ ー循環 の 沈降域におけ る貿易 風逆転層 と考

え られ る 。 しか し、逆転層 は帯状に均
一

には 出現 し

月の み出現する地域と、 季節変動を伴っ て
一
年を通

し出現する地域の 2種類存在する。

　海陸別 に逆転層分布 と季節変動を比 較すると、高

度は海洋上に比 べ 陸上で高 く、 季節変動 も大 きい
。

強 さは、海洋上で陸上よ りも強 く、季節変動は 、 逆

に陸上で大 きい
。 これは 、図 1、2 に示 す、海陸別

に見た各緯度帯に おける逆転層高度 ・強さの 月平均

東西平均値か らも明白で ある。 図 1、2 の どちらに

おい て も、逆転層の 高度 ・強さ共に全緯度帯におい

て大 きな季節変動 がある 。 冬季は 南半球 よ りも北半

球で強く 、 低い 高度に逆転層が出現す るの に対 し 、

夏季には両者の 関係が入れ替わる。

　海陸別に 高度と強さの 関係を見 ると （図は省略）

海洋上 では 、比較的強い 逆転層が地上〜850hPa 及び

700hPaよ り上空に出現する 。 特に 前者は非常に大き

な値 をもち、南ア メ リカ西岸及び南大西洋中部の 特

定の 地域の みに出現する。陸上では、850 〜 700hPa

及び 、 700hPaよ り上空の 2層に多く分布する。 こ の

うち 、 後者は緯度 6G
°

よ り高緯度帯に は出現 しない 。
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図 1 ；陸上 の データに よ る逆転層高度 ・強さの月平均東西

　　 平均値の季節変仏 南緯 80Q 〜北緯 80q まで 10
°

毎

　　 に算出した。横軸は 月、縦軸は緯度を示す。

　　 陰影 の 濃淡は高度を示 し、コ ン ター
は高度 を示す 。

図 2 ；図 1 と同様だが、海洋上の データ に よる。
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